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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
誰
か
の
た
め
だ

け
に
行
っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
自
分
の
た
め
に
、
そ
し
て
、

自
分
の
意
志
を
も
っ
て
や
る
も
の
だ
と

わ
か
っ
た
。」「
自
分
の
気
持
ち
も
相
手

の
気
持
ち
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」

「
高
校
生
だ
か
ら
何
も
で
き
な
い
の
で
は

な
く
、
高
校
生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
気
づ
い
た
」

こ
れ
は
、
石
川
県
教
育
委
員
会
で
実

施
し
て
い
る
「
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
養
成
合
宿
」
に
参
加
し
た
高

校
生
の
言
葉
で
す
。
こ
の
合
宿
は
、
各
校

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
生
徒
を
養
成
し
、
活
動
の
更
な
る
活

性
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
交
渉
力
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
、
安
全
等
に
つ

い
て
の
講
習
や
実
習
、
体
験
活
動
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
っ
た
後
、
自
分
で
実

際
に
活
動
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
参
加

し
た
高
校
生
は
、
学
校
に
戻
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
分
た
ち
が

計
画
し
た
活
動
を
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
い
ま

す
。
自
分
た
ち
で
考
え
、
交
渉
力
を
活

か
し
て
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
活
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
で
、
高
校
生
は
人
と
の

ま
す
。
こ
の
提
言
は
私
た
ち
社
会
教

育
行
政
に
携
わ
る
も
の
に
と
っ
て
、
元

気
が
与
え
ら
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
、

責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
て
、
身
が
引
き

締
ま
る
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
教
育
と
は
何
な
の
か
と

原
点
に
た
ち
か
え
っ
て
み
る
と
、
教
育

基
本
法
で
は
教
育
の
目
的
に
つ
い
て「
教

育
は
人
格
の
形
成
を
目
指
し
、
平
和
で

民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と

し
て
必
要
な
資
質
を
備
え
た
心
身
と
も

に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

冒
頭
の
高
校
生
の
感
想
に
あ
る
よ

う
に
、
人
々
が
各
々
の
役
割
を
自
覚
し
、

積
極
的
に
地
域
社
会
に
参
画
し
て
い
け

る
よ
う
、
そ
れ
こ
そ
「
教
育
の
力
」
で

力
強
く
後
押
し
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。そ

し
て
、
こ
の
提
言
に
あ
る
“
多
様

な
人
材
が
担
い
手
と
な
る
「
全
員
参
加

型
社
会
」、
社
会
に
出
た
後
も
、
誰
も
が

学
び
続
け
、
夢
と
志
の
た
め
に
挑
戦
で

き
る
社
会
の
実
現
”
の
た
め
に
努
め
る

こ
と
が
、
本
県
の
社
会
教
育
に
携
わ
る

私
た
ち
の
役
割
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、

社
会
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て
、
夢
と

志
を
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
明

る
い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
尽
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
人
一
人
の
小
さ
な
一
歩
が
、
自
分

だ
け
で
な
く
社
会
を
変
え
る
一
歩
と
な

る
と
信
じ
、
み
ん
な
が
輝
く
社
会
を
共

に
実
現
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

関
わ
り
方
や
学
校
生
活
だ
け
で
は
得
る

こ
と
の
で
き
な
い
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
度
は
、
駅
の
清
掃
活
動
や
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
活
動
、
自
作
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
設
置
、
保
育
園
や
老
人
福
祉

施
設
と
の
交
流
活
動
、
里
山
保
全
活
動

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
昨

今
に
お
い
て
、
未
来
を
担
う
高
校
生
が
、

地
域
社
会
の
中
で
主
体
的
に
活
躍
し
て

い
る
姿
は
地
域
に
活
気
を
与
え
、
地
域

の
将
来
に
も
明
る
い
兆
し
を
も
た
ら
す

こ
と
で
し
ょ
う
。

折
し
も
、
国
は
「
地
方
創
生
」
を
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。“「
学

び
続
け
る
」
社
会
、
全
員
参
加
型
社
会
、

地
方
創
生
を
実
現
す
る
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
”
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
育
再

生
実
行
会
議
の
第
六
次
提
言
で
は
、
地

方
創
生
に
は
教
育
が
エ
ン
ジ
ン
と
な
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
方
の
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小

と
い
う
課
題
を
克
服
し
、
地
方
創
生
を

成
し
遂
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
人
材

に
か
か
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
、「
教
育
」

の
力
は
大
き
く
、
地
域
を
動
か
す
エ
ン

ジ
ン
の
役
割
を
担
う
と
期
待
さ
れ
て
い

～
み
ん
な
が
輝
く
社
会
を
め
ざ
し
て
～

石
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

課
長
　
篠
　
原
　
恵
　
美
　
子
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石
川
県
社
会
教
育
協
会
の
平
成
二
十

七
年
度
理
事
会
・
総
会
が
五
月
二
十
三
日

（
土
）午
後
、県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。最
初
に
新
村
会
長
及

び
篠
原
県
生
涯
学
習
課
長
か
ら
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

会
長
か
ら
は
、一
昨
年
の
協
会
活
性
化

対
策
の
提
言
を
受
け
、①
協
会
規
約
を
改

め
、協
会
の
目
的
を「
社
会
教
育
並
び
に

生
涯
学
習
の
振
興
に
寄
与
す
る
」と
し
た

こ
と
、②
行
政
や
関
係
団
体
と
連
携
を
図

る
こ
と
か
ら
、会
誌「
せ
っ
て
ん
」に
県
教

委
の
紙
面
を
設
け
て
県
の
施
策
等
を
紹
介

し
て
い
る
こ
と
、③「
接
点
」に
関
係
団
体

の
活
動
報
告
を
載
せ
る
な
ど
連
携
に
努
め

て
い
る
こ
と
、④
調
査
研
究
に
関
し
て
は
、

「
接
点
」に
会
員
２
名
の
研
究
事
業
を
紹
介

し
た
こ
と
、更
に
は
昨
年
度
十
五
名
の
新

会
員
の
加
入
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、最
後
に
本
日
の
議

事
の
中
の
社
会
教
育
協
会
七
十
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、総
会
の
前
に
平
成
二
十
六
年
度

石
川
県
社
会
教
育
協
会
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、当
協
会
や
地
域
で
の
社
会
教
育
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
三
名
の
方（
次
頁
）に
新

村
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
は
、議
長
に
盛
田
理
事
が
選
出
さ

れ
た
後
、議
事
に
入
り
、最
初
に
平
成
二
十

六
年
度
の
事
業
報
告
、収
支
決
算
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、役
員
改
選
の
議
事
に
入
り
新

村
会
長
が
再
任
さ
れ
る
な
ど
新
役
員
が
次

頁
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
会
誌
発
行
事
業

·「
せ
っ
て
ん
」25
号
、「
接
点
」63
号

②
調
査
研
修
事
業

·「
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
」

県
内
４
地
区
６
カ
所

·
講
演
会　

加
賀
市
予
定

·
調
査
研
究　

接
点
に
登
載

③
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
事
業

·
平
成
二
十
八
年
度
総
会
で
表
彰

④
そ
の
他

·
男
の
料
理
教
室
、大
人
の
料
理
教
室

（
共
催
事
業
）

·
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
へ
の
参
加

·
県
民
大
学
校
能
登
文
化
講
座
参
加

·
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加

·
石
川
県
公
民
館
大
会
へ
の
協
賛
及
び

参
加

·
石
川
県
生
活
学
校
大
会
後
援

·
マ
ナ
ビ
ィ
フ
ェ
ア
in
本
多
の
森
参
加

·
心
の
教
育
推
進
大
会
へ
の
参
加

·
生
涯
学
習
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
協
力

·
い
し
か
わ
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

後
援

·
社
会
教
育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

·
資
料
等
配
布
、関
係
事
業
の
案
内
等

ま
た
、同
時
に
平
成
二
十
七
年
度
収
支

予
算
案
が
説
明
さ
れ
、審
議
の
後
、い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、社
会
教
育
協
会
七
十
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
は
、議
案
の
と
お
り
準
備

委
員
会
の
設
置
及
び
記
念
誌
の
作
成
等
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
平
成
27
年
度
理
事
会
・
総
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
社
会
教
育
協
会

平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認

多くの会員が参加した今年度総会

○
新
規
加
入
会
員（
順
不
同
）

平
野 　

眞
人（
輪
島
市
）

福
田 　

繁
機（
津
幡
町
）

尾
上 　

榮
紀（
輪
島
市
）

詠　

 　

節
子（
金
沢
市
）

東
出 　

和
夫（
加
賀
市
）

清
水 　

美
子（
金
沢
市
）

坂
谷 　

敦
子（
能
美
市
）

虎
井 

紀
美
子（
野
々
市
市
）

小
山 　

郁
子（
金
沢
市
）

所
司 　
　

耕（
野
々
市
市
）

山
本 

眞
理
子（
能
美
市
）

木
下 　

鋼
典（
小
松
市
）

　

ご
加
入
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
と
も
協
会
の
活
性
化
に
向
け

て
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成27年度予算書
一般会計

収入の部
科　目 予算額（円）
会　費 495,000
補助金 470,000
寄付金 0
繰越金 29,541
諸収入 459
合　計 995,000

支出の部
科　目 予算額（円）
事業費 705,000
会議費 105,000
事務費 172,000
予備費 3,000
繰出金 10,000
合　計 995,000

特別会計
収入の部

科　目 金　額（円）
繰越金 523,098
繰入金 10,000
諸収入 102
合　計 533,200

支出の部
科　目 金　額（円）
事業費 0
合　計 0

（三井住友信託銀行積立）

平成26年度決算書
一般会計

収入の部
科　目 決算額（円）
会　費 471,000
補助金 470,000
寄付金 0
繰越金 29,753
諸収入 84
合　計 970,837

支出の部
科　目 決算額（円）
事業費 692,466
会議費 86,889
事務費 151,941
繰出金 10,000
合　計 941,296
次年度繰越金　29,541円

特別会計
収入の部

科　目 金　額（円）
繰越金 512,996
繰入金 10,000
諸収入 102
合　計 523,098

支出の部
科　目 金　額（円）
事業費 0
合　計 0

（三井住友信託銀行積立）
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顧
　
問

木
本　

利
夫
（
前
県
議
会
議
員
）

　
〃

○
小
寺　

昭
久
（
前
参
与
）

　
〃

○
道
端
孫
左
ェ
門 

（
前
参
与
）

参
　
与

○
篠
原
恵
美
子
（
県
教
委
）

　
〃

旭　
　

直
樹
（
加
賀
市
）

　
〃

山
岸　

善
二
（
白
山
市
）

　
〃

○
山
本　

敏
久
（
七
尾
市
）

　
〃

鈴
森　

庸
雄
（
鹿
島
郡
）

　
〃

○
谷
内　

厚
子
（
金
沢
市
）

　
〃

○
梶
本　

逸
子
（
金
沢
市
）

会
　
長

新
村　

健
了
（
県
教
委
）

副
会
長

○
近
藤　

繁
彦
（
県
生
涯
セ
）

　
〃

関
戸　

正
彦
（
県
公
連
）

　
〃

勝
木　

育
夫
（
小
松
市
）

　
〃

土
室　
　

完
（
金
沢
市
）

　
〃

○
濱
田　
　

繁
（
鹿
島
郡
）

常
任
理
事

梅
田　

和
秀
（
金
沢
市
）

郡
市
理
事

上
田　

政
憲
（
加
賀
市
）

　
〃

白
村　

浩
邦
（
小
松
市
）

　
〃

清
丸　

亮
一
（
小
松
市
）

　
〃

中
嶋　

敏
一
（
能
美
市
）

　
〃

盛
田　

義
弘
（
白
山
市
）

　
〃

本
多　

郁
夫
（
野
々
市
市
）

　
〃

山
本　

武
之
（
金
沢
市
）

　
〃

作
本　

邦
彦
（
金
沢
市
）

　
〃

小
原　

晴
樹
（
金
沢
市
）

　
〃

○
岩
本　

弘
子
（
金
沢
市
）

　
〃

坂
本　
　

清
（
か
ほ
く
市
）

　
〃

坪
内　

健
一
（
河
北
郡
）

　
〃

川
口　

絹
子
（
羽
咋
市
）

　
〃

廣
橋　
　

賢
（
羽
咋
郡
）

　
〃

林　
　

榮
一
（
鹿
島
郡
）

　
〃

蔵　
　

定
伸
（
七
尾
市
）

　
〃

堀
岡　

啓
吾
（
七
尾
市
）

　
〃

竹
野　

博
正
（
鳳
珠
郡
）

郡
市
理
事

左
古　
　

隆
（
輪
島
市
）

　
〃

成
之
坊
良
輔
（
珠
洲
市
）

団
体
理
事

浅
野　

秀
重
（
金
大
地
連
セ
）

　
〃

○
平
野　

恒
男
（
県
図
書
館
協
）

　
〃

○
石
野　
　

周
（
県
視
聴
覚
協
）

　
〃

正
木　
　

明
（
県
子
連
）

　
〃

釜
谷
美
智
子
（
県
児
童
館
連
）

　
〃

林　
　

貴
江
（
県
新
生
活
協
）

　
〃

藤
多　

典
子
（
県
婦
協
）

　
〃

北
川　

和
也
（
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
）

　
〃

○
勝
崎　
　

悟
（
県
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
）

　
〃

宮　
　

義
一
（
県
青
協
）

　
〃

野
田　

政
弘
（
Ｂ
Ｓ
県
連
）

　
〃

○
熊
岡　

洋
子
（
Ｇ
Ｓ
県
連
）

　
〃

山
本　

紀
子
（
講
師
の
会
）

　
〃

○
山
内
ミ
ハ
ル
（
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話

）

　
〃

川
部　

謙
三
（
生
涯
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会

）

　
〃

村
戸　

建
二
（

）

監
　
事

中
川　

泰
邦
（
金
沢
市
）

　
〃

○
吉
田　

亮
一
（
白
山
市
）

幹
事
長

森
澤　

哲
雄
（
県
生
涯
セ
）

幹
　
事

清
水　
　

茂
（
県
教
委
）

　
〃

○
村
澤　
　

勉
（
元
県
生
涯
セ
）

　
〃

石
江　

政
信
（
県
公
連
）

　
〃

木
原　

宗
信
（
元
県
生
涯
セ
）

　
〃

湊　
　

義
昌
（
元
県
生
涯
セ
）

　
〃

○
大
家
久
美
子
（
金
沢
市
）

今
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
、心
豊
か
に
生

き
が
い
を
感
じ
、明
る
く
元
気
の
あ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
す
た
め

の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
の
よ
う
な
要
求
に
応
え
る
た
め
、

石
川
県
視
聴
覚
教
育
協
議
会
で
は
、市
町

生
涯
学
習
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、Ｉ

Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
進
展
や
教
育
の

情
報
化
推
進
に
対
応
し
た
情
報
提
供
及
び

学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
、生
涯
学
習
活

動
の
更
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て
、様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▼
社
会
教
育
に
お
い
て
教
育
メ
デ
ィ
ア
を

適
切
に
、効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
知

識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
、視
聴

覚
セ
ミ
ナ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

▼
地
域
の
学
習
教
材
、い
わ
ゆ
る
自
作
視

聴
覚
教
材
の
内
容
と
制
作
技
術
の
向
上

や
教
材
制
作
の
奨
励
の
た
め
、県
民
映
像

カ
レ
ッ
ジ
や
い
し
か
わ
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
県
内
市
町
や
生
涯
学
習
施
設
が
実
施
す

る
各
種
情
報
技
術
を
と
り
い
れ
た
活
用
研

修
に
つ
い
て
、そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

▼
地
域
の
祭
り
、伝
説
、神
話
、民
話
、伝
統

芸
能
、伝
統
技
能
、習
俗
等
を
映
像
に
記

録
・
保
存
す
る
、地
域
映
像
の
制
作
活
動

を
い
か
に
支
援
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
川
県
視
聴
覚
教
育
協
議
会　

事
務
局
長　

石
野　

周

生
涯
学
習

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
会

平
成
二
十
六
年
度

社
会
教
育
功
労
者
表
彰

○
白
村　

浩
邦
氏
（
小
松
市
）

　

☆
こ
れ
ま
で
の
功
績

　

・
小
松
市
社
会
教
育
協
会
事
務
局
長

　

・
県
社
会
教
育
協
会
理
事

　

・
県
漢
詩
連
盟
理
事

　

・
町
内
い
き
い
き
サ
ロ
ン
ク
ラ
ブ
代

表
、
そ
の
他
多
数
の
業
務
に
精
励

○
大
西　

亮
子
氏
（
中
能
登
町
）

　

☆
こ
れ
ま
で
の
功
績

　

・
旧
鹿
島
郡
女
性
連
絡
協
議
会
会
長

　

・
中
能
登
町
社
会
教
育
委
員

　

・
中
能
登
町
愛
唱
会
設
立

　
　

そ
の
他
地
域
活
動
に
精
励

○
中
野　

許
子
氏
（
白
山
市
）

　

☆
こ
れ
ま
で
の
功
績

　

・
美
川
生
活
学
校
代
表

　

・
県
生
活
学
校
連
絡
会
書
記

　

・
同
協
議
会
暮
ら
し
の
輪
編
集
委
員

　

・
美
川
町
婦
人
会
会
長

　

・
県
推
薦
図
書
選
定
委
員

　
　

そ
の
他
地
域
活
動
に
精
励

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

■
会
員
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

○
七
十
周
年
記
念
誌
の
原
稿
を
全
会
員
の

皆
様
か
ら
募
集
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

○
テ
ー
マ
は
、回
想
や
近
況
な
ど
何
で
も

結
構
で
す
。

○
字　

数　
　

三
百
六
十
字
以
内

（
表
題
、氏
名
を
除
く
）

○
締　

切　
　

平
成
二
十
八
年
一
月
末
日

○
問
い
合
わ
せ
又
は
提
出
先

〒
九
二
〇
-〇
九
三
五

金
沢
市
石
引
四
-一
七
-一

石
川
県
本
多
の
森
庁
舎
内

石
川
県
社
会
教
育
協
会�
（
担
当 

森
澤
）

電
話
〇
七
六
-二
二
三
-九
五
八
三

祝
　
平
成
二
十
七
年
春
の
叙
勲

　

平
成
二
十
七
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
本

会
の
副
会
長（
石
川
県
公
民
館
連
合
会
会

長
）で
あ
る
関
戸
正
彦
氏
が
旭
日
双
光
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度

〜
二
十
八
年
度
　
社
会
教
育
協
会
・
役
員
一
覧　
（
〇
印
は
新
任
）

社
教
春
秋
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県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

課　

長 

〇
篠
原
恵
美
子

課
参
事
兼
課
長
補
佐 

辻
江　

冬
樹

　

◎
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ

課
長
補
佐
（
Ｇ
Ｌ
） 

○
村
木　
　

茂

　

◎
社
会
教
育
・
心
の
教
育
グ
ル
ー
プ

課
参
事
（
Ｇ
Ｌ
） 

清
水　
　

茂

　
　

《
社
会
教
育
担
当
》

課
長
補
佐 

網
本　

弘
志

　
　

《
青
少
年
家
庭
教
育
担
当
》

課
長
補
佐 

清
水
由
美
子

　
　

《
心
の
教
育
担
当
》

課
長
補
佐 

○
中
尾　

知
巳

小
松
教
育
事
務
所
長 

高
橋　

正
英

金
沢
教
育
事
務
所
長 

○
杉
中　

達
夫

中
能
登
教
育
事
務
所
長 

升
屋　

和
夫

奥
能
登
教
育
事
務
所
長 

○
高
野　
　

勝

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

館　

長
（
再
） 
○
近
藤　

繁
彦

副
館
長
（
再
） 
森
澤　

哲
雄

　
　
　
　
　
　

「
学
び
続
け
る
社
会
」の
実
現
を

め
ざ
し
て

本
県
教
育
の
総
合
的
な
指
針
で
あ
る
石

川
の
教
育
振
興
基
本
計
画
に
は
、「
生
涯
学

び
続
け
る
意
欲
に
満
ち
、確
か
な
学
力
を

身
に
付
け
、個
性
や
創
造
性
に
富
む
人
間
」

を
、め
ざ
す
人
間
像
の
一
つ
に
掲
げ
て
お

り
、学
び
の
気
運
に
満
ち
た
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、県
民
大
学
校
の
開

講
を
は
じ
め
と
し
て
、様
々
な
世
代
を
対

象
と
し
た
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

折
し
も
、国
の
教
育
再
生
実
行
会
議
に

お
い
て
も
、「
学
び
続
け
る
」社
会
が
標
榜

さ
れ
て
お
り
、社
会
に
出
た
後
も
、誰
も
が

学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
、そ
の
成
果
を

社
会
で
活
か
し
、何
歳
に
な
っ
て
も
夢
と

志
の
た
め
に
挑
戦
す
る
こ
と
や
一
人
一
人

が
自
己
充
実
感
を
持
っ
て
幸
福
に
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
め
ざ
す
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。そ
う
し
た
中
に
お
い

て
、生
涯
学
習
振
興
の
要
と
な
る
社
会
教

育
が
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、市
町
や
関

係
団
体
等
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら

積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、今
年
度
は
、若
年
層
の
学
び

の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

カ
レ
ッ
ジ
i
n
本
多
の
森
」を
新
た
に
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。事
業
の
内

容
は
、忙
し
く
学
習
機
会
に
触
れ
る
こ
と

の
少
な
い
三
十
～
四
十
歳
代
の
子
育
て
世

帯
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、同
世
帯
が
魅

力
を
感
じ
る
異
文
化
体
験
や
、若
手
講
師

に
よ
る
講
演
会
、子
ど
も
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
、周
辺
文
化
施
設
と
連
携
し
て

開
催
す
る
も
の
で
す
。こ
の
事
業
を
契
機

展 

望

と
し
て
、新
長
期
構
想
に
掲
げ
る「
全
て
の

世
代
を
通
じ
て
の
生
涯
学
習
の
推
進
」に

迫
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、親
の
学
び
を
支
援
す
る
た
め
に
、

以
下
に
述
べ
る
２
つ
の
事
業
を
拡
充
し
て

行
い
ま
す
。

一
つ
は
、「
肝
心
か
な
め
の
一
年
生
塾
開

催
支
援
事
業
」の
実
施
で
す
。

昨
年
度
立
ち
上
げ
た
事
業
で
、子
育
て

の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
が
ち
な
小
学
校

入
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
に
対
し
、

県
内
全
小
学
校
と
連
携
し
、新
小
学
一
年

生
の
保
護
者
に
対
し
て
、幼
少
期
か
ら
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
等
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど
の
重

要
性
を
周
知
い
た
し
ま
す
。今
年
度
は
、対

象
に
新
中
学
一
年
生
を
も
つ
保
護
者
も
加

え
、脳
科
学
や
発
達
心
理
学
の
観
点
か
ら
、

思
春
期
の
特
徴
や
そ
れ
を
踏
ま
え
た
子
ど

も
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、冊
子
の
作
成
や
講
師
の

養
成
等
を
行
う
中
、取
組
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
親
学
び
事
業
と
し
て
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ
め
ネ
ッ
ト
接
続
機

器
の
適
正
利
用
を
目
的
と
し
た「
ホ
ッ
と

ネ
ッ
ト
大
作
戦
」を
昨
年
度
に
引
き
続
き

実
施
い
た
し
ま
す
。今
年
度
は「
ネ
ッ
ト
依

存
」に
重
点
を
置
い
た
取
組
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、具
体
的
に
は
専
門
家
の
協

力
を
得
て
、講
座
の
開
催
や
県
内
小
中
高

等
学
校
等
の
全
保
護
者
を
対
象
と
し
た
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
、配
付
す
る
な

ど
、親
の
学
び
に
つ
な
が
る
最
新
の
情
報

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、今
年
度
の
県
の
社
会
教
育
委

員
の
会
の
協
議
題
と
し
て
、「
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
高
齢
者
の
学
び
と
生
き
が
い
づ

く
り
」を
設
定
し
、委
員
の
皆
様
方
に
、高

齢
化
社
会
の
進
展
を
見
据
え
た
生
涯
学
習

の
方
向
性
と
方
策
、そ
の
た
め
の
関
係
機

関
・
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
協
議
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
に
役
立
つ「
な
り
た
い
自
分
」に
近

づ
こ
う
と
、自
己
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く

こ
と
は
、人
間
の
生
来
的
欲
求
で
す
。私
た

ち
社
会
教
育
行
政
を
預
か
る
者
の
役
割
は
、

学
び
の
効
果
を
信
じ
、学
び
た
い
と
欲
す

る
人
々
の
心
に
応
え
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。今
後
も
、す
べ
て
の
県
民
が
、生

き
が
い
を
も
っ
て
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

市
町
等
と
よ
り
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
積

極
的
な
支
援
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

社
会
教
育
協
会
の
皆
様
方
に
は
、今
後

と
も
、県
の
施
策
に
対
し
、大
所
高
所
よ
り

ご
指
導
を
賜
り
、時
代
に
対
応
し
た
社
会

教
育
・
生
涯
学
習
の
進
展
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
石
川
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

課
参
事　

清
水　

茂
　

◎
総
務
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
Ｇ
Ｌ
） 

○
伊
東　

整
一

　

◎
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
Ｇ
Ｌ
） 

○
西
野　

正
洋

担
当
課
長 

紺
矢　

亮
一

担
当
課
長
（
再
） 

安
達　

俊
夫

　

◎
学
習
情
報
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
Ｇ
Ｌ
） 

石
野　
　

周

県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
能
登
分
室

分
室
長
（
兼
務
） 

○
高
野　
　

勝

担
当
課
長
（
再
） 

坂
尻　

忠
秀

担
当
課
長
（
再
） 

南　
　

龍
保

県
立
図
書
館

館　

長
（
再
） 

○
平
野　

恒
男

副
館
長 

橋
本　

正
哉

　

◎
総
務
グ
ル
ー
プ

担
当
課
長
（
Ｇ
Ｌ
） 

○
松
原　

英
樹

　

◎
企
画
協
力
グ
ル
ー
プ

主　

幹
（
Ｇ
Ｌ
） 

太
原　

倫
子

　

◎
利
用
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

主　

幹
（
Ｇ
Ｌ
） 

高
嶋　

厚
子

白
山
青
年
の
家

所
長
（
指
定
管
理
者
） 

吉
田　

亮
一

白
山
ろ
く
少
年
自
然
の
家

所
長
（
指
定
管
理
者
） 

崎
山
由
樹
夫

鹿
島
少
年
自
然
の
家

館
長
（
指
定
管
理
者
） 

西
川　

恒
明

能
登
少
年
自
然
の
家

館
長
（
指
定
管
理
者
） 

角
間　

邦
夫

自
然
史
資
料
館

館
長
（
指
定
管
理
者
） 

水
野　

昭
憲

✐
あ
と
が
き
✎

・「
せ
っ
て
ん
」を
お
届
け
し
ま
す
。北
陸
新
幹

線
の
開
業
に
よ
り
首
都
圏
と
の
距
離
も
ぐ
っ

と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

何
よ
り
も
石
川
県
へ
の
観
光
客
が
増
え
、特
に
、

外
国
の
方
が
金
沢
市
内
を
歩
い
て
い
る
姿
を

多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。さ
て
、社

会
教
育
協
会
は
ま
も
な
く
七
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。事
務
局
も
記
念
誌
の
作
成
な
ど
に
向
け

て
忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
。ま
た
、事
務
局
で

は
機
関
誌
や
事
業
等
に
つ
い
て
も
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す。�（
森
澤
）

（
〇
印
は
新
任
）

人

事

往

来


